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樹をはぐくむ 
　枝打ちは、良質の林をはぐくむために欠かせない作業。 
　小国町森林組合に勤めて3年目を迎えた、町原の舟山知浩
さんは、「厳しい自然環境の中での作業はきついですが、仕
事にやりがいを感じています」と語る。小国の風土に適した
素材を生み出すために今日も森に入る。 

輝きの瞬間 
と き 
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町
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ

て
い
る
小
渡
の
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
群

生
地
周
辺
の
環
境
整
備
が
、
四
月

十
五
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
作
業
は
、
付
近
の
事
業
主

で
組
織
す
る
柳
会（
今
正
敏
会
長
）

が
中
心
と
な
り
、
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ

の
魅
力
を
高
め
て
い
こ
う
と
、
周

辺
の
杉
の
伐
採
や
下
草
の
刈
り
払

い
な
ど
に
取
り
組
み
、
二
年
目
を

迎
え
た
も
の
で
す
。
参
加
さ
れ
た

皆
さ
ん
は
、
多
く
の
方
に
訪
れ
て

ほ
し
い
と
の
願
い
を
込
め
、
作
業

に
あ
た
れ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

小
国
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
入
団

式
が
、四
月
十
日
、町
民
総
合
体
育

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。今
年
は
、
百

八
十
八
名
の
小
中
学
生
が
入
団
。

　

町
内
に
は
、野
球
、陸
上
、剣
道
、

柔
道
、
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

サ
ッ
カ
ー
な
ど
の
単
一
種
目
型
と

沖
庭
、
叶
水
、
玉
川
、
北
部
の
複
合

種
目
型
の
合
計
十
一
の
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
が
あ
り
、今
後
、各
少
年
団

と
も
随
時
団
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。当
日
参
加
さ
れ
た
団
員
は
、
時

間
往
復
走
や
立
ち
幅
跳
び
な
ど
体

力
測
定
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

お
ぐ
に
五
穀
の
会
（
渡
部
茂
雄

会
長
）
が
主
催
す
る
「
見
る　

味

る　

雑
穀
グ
ル
メ
」
が
三
月
二
十

八
日
、
ゆ
〜
ゆ
レ
ス
ト
ラ
ン
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
町
内
各
地
よ
り
約
四
十

名
が
参
加
。大
谷
ゆ
み
こ
さ
ん（
大

石
沢
）
が
「
風
土
に
適
し
た
食
文

化
を
取
り
戻
す
と
と
も
に
、
雑
穀

の
魅
力
を
広
げ
て
い
こ
う
」
と
参

加
者
に
語
り
か
け
ま
し
た
。
講
演

後
、
雑
穀
料
理
の
試
食
会
も
行
わ

れ
、
参
加
者
が
そ
の
魅
力
を
再
認

識
し
て
い
ま
し
た
。

 
雑
穀
の
魅
力
を再

発
見　

ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
の

魅
力
を
多
く
の
方
へ

　

み
ん
な
で

楽
し
く
ス
ポ
ー
ツ　

4/10

4/15

3/28
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県
立
米
沢
工
業
高
校
二
年
の
木

村
健
一
君
（
古
田
出
身
）
が
三
月

二
十
九
日
、
新
潟
市
で
開
催
さ
れ

た
第
四
十
七
回
全
国
高
校
選
抜
レ

ス
リ
ン
グ
大
会
の
個
人
１
２
０
�

級
で
準
優
勝
し
ま
し
た
。

　

高
校
か
ら
レ
ス
リ
ン
グ
を
始
め

山形県立小国高等学校
校長　勝見英一朗さん

ー この人に聞く ー ー この人に聞く ー 

　４月１日から県立小国高等学校
長に就任された勝見英一朗先生に
お話を聞きました。
　「私が、教員生活のスタートを
切ったのが昭和４６年。当時、今市
地区にあった北部中学校の教員と
して赴任しました。
　小国高校の魅力は、一人ひとり
の生徒に教師の目が行き届いてい
ることです。これまで行われてき
た小中高一貫教育をベースに、き
め細かな個別指導を通して、活力
のある高校を目指して学校経営に
取り組んでいきたいと思います。
具体的には、個人に応じた進学・
就職指導のシステムづくりに力を
入れたいと考えています。
　また、小国町が持つ豊かな自然
は、子どもたちの心の豊かさにも
つながっています。私は、子ども
たちの持つ心の豊かさを大切にし
た教育環境を作っていきたいと考
えています。町民の皆さんのご協
力をいただきながら、地域の特性
を生かした魅力ある小国高校を目
指していきます」。

た
木
村
君
は
、「
初
出
場
で
緊
張
し

ま
し
た
が
、
相
手
を
研
究
し
な
が

ら
試
合
に
臨
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
開
催
さ
れ
る
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
、
国
体
で
は
優
勝
を
ね

ら
い
ま
す
」
と
、
力
強
く
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

　

町
内
の
国
道
や
県
道
な
ど
、
主

要
道
路
の
一
斉
清
掃
が
、
四
月
二

十
四
日
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
早
朝
か
ら
多
く
の
か

た
が
た
が
各
地
に
集
ま
り
、
道
路

わ
き
に
捨
て
ら
れ
た
ご
み
を
拾
い
、

手
に
持
っ
た
ご
み
袋
を
い
っ
ぱ
い

に
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
行
事
へ
の
参
加
を

進
め
て
い
る
小
中
高
一
貫
教
育
の

活
動
の
一
つ
と
し
て
小
中
学
生
や

高
校
生
も
清
掃
作
業
に
参
加
し
、

地
域
の
方
と
一
緒
に
さ
わ
や
か
な

汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

輝く

全国高校選抜大会準優勝

　みんなの道路を

きれいに　

子どもたちの心の豊かさを
大切に伸ばしていきたい

3/29

4/24
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生
活
様
式
や
価
値
観
の
多
様
化
は
、
生
活
習
慣
病
な
ど
に
よ
り
人
々
の

健
康
に
大
き
く
影
響
す
る
ケ
ー
ス
が
増
加
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

一
人
ひ
と
り
が
健
康
に
対
し
て
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
町
で
は
、
町
民
自
ら
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
環

境
を
整
え
る
と
と
も
に
、
地
域
全
体
で
支
援
す
る
体
制
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、
平
成
十
六
年
三
月
に
、「
小
国
町
健
康
増
進
計
画
」
を
策
定
し
ま

し
た
。
今
月
は
、
こ
の
計
画
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

�
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�
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健
康
増
進
計
画
の
あ
ら
ま
し

　　
国
で
は
、
平
成
十
二
年
に
新
し

い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
健
康
づ
く

り
指
針
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、

「
二
十
一
世
紀
に
お
け
る
国
民
健

康
づ
く
り
運
動
（
健
康
日
本　

）」
２１

を
策
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
山
形
県
で
は
、
平
成
十

三
年
に
「
ゆ
と
り
都
山
形
健
康
づ

く
り　

行
動
計
画
（
健
康
文
化
や

２１

ま
が
た　

）」
を
策
定
し
、
各
種
施

２１

策
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

　

町
で
も
、
こ
う
し
た
国
や
県
の

動
き
や
昨
年
施
行
さ
れ
た
健
康
増

進
法
な
ど
を
基
に
、
平
成
十
六
年

三
月
に
『
小
国
町
健
康
増
進
計
画

（
以
下「
増
進
計
画
」と
表
現
）』を

策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
増
進
計
画
は
、
全
て
の
町

民
が
健
や
か
で
心
豊
か
に
生
活
で

き
る
町
を
目
指
し
、
健
康
増
進
と
、

疾
病
予
防
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
を
重
点
に
揚
げ
た
五
年
間
の
健

康
づ
く
り
の
計
画
で
す
。
家
庭
や

地
域
、
学
校
、
企
業
な
ど
が
一
体

と
な
り
、
社
会
全
体
で
取
り
組
む

も
の
で
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
す
べ
て
の
町
民
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

町
の
保
健
活
動
の
あ
ゆ
み

　

は
じ
め
に
、
こ
れ
ま
で
の
町
の

保
健
活
動
を
振
り
返
っ
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

小
国
町
の
保
健
活
動
は
、
昭
和

三
十
年
頃
ま
で
、
伝
染
病
や
結
核
、

栄
養
バ
ラ
ン
ス
や
生
活
環
境
に
原

因
が
あ
る
病
気
が
発
生
し
て
い
た

こ
と
か
ら
、
個
々
の
家
庭
に
対
す

る
衛
生
指
導
と
予
防
活
動
が
中
心

健康寿命の延長をめざして健康寿命の延長をめざして

小国町健康増進計画を策定小国町健康増進計画を策定
平成１６年から２０年までの健康づくり指針

写真はエアロビサークル「元気エクササイズ」のみなさん
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で
し
た
。

　

昭
和
四
十
年
代
に
は
、
高
血
圧

や
脳
卒
中
な
ど
の
増
加
に
よ
り
、

保
健
活
動
も
個
人
に
対
す
る
衛
生

指
導
か
ら
、
集
団
に
対
す
る
保
健

衛
生
教
育
へ
と
変
化
し
て
い
き
ま

し
た
。

　

昭
和
五
十
年
代
か
ら
は
、
健
康

づ
く
り
推
進
協
議
会
の
設
置
や
食

生
活
改
善
推
進
員
の
養
成
な
ど
、

住
民
組
織
の
育
成
に
重
点
を
お
い

た
活
動
を
行
っ
た
ほ
か
、
高
齢
化

の
進
行
に
対
応
す
る
た
め
、
在
宅

で
の
自
立
し
た
生
活
支
援
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
現

在
は
、
保
健
、
医
療
、
福
祉
、
介

護
の
包
括
的
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
を

目
的
と
し
た
「
癒
し
の
園
」
の
整

備
を
図
り
、
少
子
高
齢
社
会
に
ふ

さ
わ
し
い
拠
点
の
中
で
多
様
な
保

健
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

地
域
に
根
ざ
し
た 健

康
づ
く
り

　

こ
う
し
た
保
健
活
動
の
中
で
、

昭
和
四
十
七
年
か
ら
三
十
一
年
間

に
わ
た
っ
て
、
町
の
保
健
連
絡
員

（
平
成
十
五
年
度
に
廃
止
）
を
務

め
ら
れ
た
齋
藤
以
智
子
さ
ん
（
石

滝
）
は
当
時
を
次
の
よ
う
に
振
り

返
り
ま
す
。

　
「
保
健
連
絡
員
を
引
き
受
け
た

当
時
は
、
公
民
館
が
で
き
る
前
で

し
た
の
で
、
近
所
の
人
に
声
を
か

け
あ
い
、
自
宅
で
保
健
師
さ
ん
か

ら
健
康
に
関
す
る
話
を
聞
く
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
当
時
は
、

健
康
に
関
す
る
情
報
が
乏
し
か
っ

た
時
代
で
す

の
で
、
保
健

師
さ
ん
か
ら

う
か
が
う
減

塩
料
理
の
こ

と
や
、
血
圧

に
関
す
る
話

は
非
常
に
貴

重
で
し
た
。

こ
う
し
た
活

動
を
続
け
な

が
ら
、
地
域

を
あ
げ
て
健

康
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
」。

死
亡
原
因
の
半
数
以
上
が 

生
活
習
慣
病

　

小
国
町
の
平
成
十
三
年
の
死
亡

者
を
死
因
別
に
み
て
み
る
と
、
が

ん
、
心
臓
病
、
脳
卒
中
と
い
う
生

活
習
慣
病
で
亡
く
な
っ
た
方
が
全

体
の
半
数
以
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
は
、
寝
た
き
り
や
痴

ほ
う
の
根
本
的
な
原
因
と
も
な
っ

て
い
る
た
め
、
そ
の
予
防
対
策
が

更
に
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
結
果
を
受
け
、
増

進
計
画
で
は
、
改
善
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
事
柄
の
基
本
目

標
を
次
の
よ
う
に
定
め
ま
し
た
。

■
働
き
盛
り
で
亡
く
な
る
人
を
減

ら
し
ま
す
。

■
健
康
寿
命
（
寝
た
き
り
や
痴
呆

に
な
ら
な
い
状
態
で
生
活
で
き
る

期
間
）
の
延
長
を
目
指
し
ま
す
。

一
次
予
防
に
重
点　

　

生
活
習
慣
病
は
、
正
し
い
知
識

の
も
と
に
ふ
だ
ん
の
生
活
習
慣
を

改
善
す
る
こ
と
で
、
か
な
り
の
割

　保健・医療・福祉・介護の拠点「癒しの園」

齋藤以智子さん

小国町の死因別割合（平成13年） 

が　ん 
３０％ 

脳卒中 
１３％ 
脳卒中 
１３％ 

心臓病 
１２％ 
心臓病 
１２％ 

その他 
４５％ 
その他 
４５％ 
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合
で
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
増
進
計
画

で
は
、
こ
れ
ま
で
重
視
さ
れ
て
き

た
病
気
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療

と
い
う
「
二
次
予
防
」
に
加
え
、

日
常
の
生
活
習
慣
を
改
善
し
て
病

気
を
予
防
す
る
「
一
次
予
防
」
に

重
点
を
置
き
ま
し
た
。
ま
た
、
こ

の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
行
動

指
針
を
、
年
代
ご
と
に
下
の
表
の

よ
う
に
定
め
推
進
し
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

健
康
づ
く
り
は 

仲
間
づ
く
り
か
ら　
　

　

価
値
観
の
多
様
化
や
生
活
の
質

を
多
面
的
に
高
め
て
い
こ
う
と
す

る
動
き
が
顕
著
に
な
っ
て
き
て
い

る
現
在
、
健
康
づ
く
り
や
一
次
予

防
は
、
個
人
の
取
り
組
み
と
と
も

に
、
家
庭
や
地
域
、
社
会
全
体
で

の
取
り
組
み
が
広
が
り
始
め
て
い

ま
す
。

　

例
え
ば
、
健
康
づ
く
り
に
は
、

運
動
が
大
き
な
要
素
と
な
り
ま
す

が
、
定
期
的
に
運
動
に
取
り
組
ま

れ
て
い
る「
元
気
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
」

の
代
表
で
あ
る
藤
田
明
美
さ
ん
に

お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
「
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
、毎

週
金
曜
日
に
町
民
体
育
館
で
エ
ア

ロ
ビ
ク
ス
を
中
心
に
活
動
し
て
い

ま
す
。
昨
年
の
四
月
に
こ
の
サ
ー

ク
ル
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
エ
ア

ロ
ビ
ク
ス
は
、
有
酸
素
運
動
で
気

軽
に
誰
で
も
取
り
組
め
る
ス
ポ
ー

ツ
で
す
。
で
す
か
ら
、
現
在
、
二

十
九
歳
か
ら
六
十
九
歳
ま
で
幅
広

い
年
齢
の
方
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
運
動
は
楽
し
く

取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。
運

　みんなで楽しく健康づくり

藤田明美さん

日頃の生活をちょっと見直そう（行動指針）
乳幼児期

■ 規則正しい食生活の大切さを理解し、習慣■　規則正しい食生活の大切さを理解し、習慣
化を目指します化を目指します

■ 離乳食期から、栄養バランスとうす味に心■　離乳食期から、栄養バランスとうす味に心
がけますがけます

■ 適切な運動習慣や睡眠をとり、規則正しい■　適切な運動習慣や睡眠をとり、規則正しい
生活習慣を身につけます生活習慣を身につけます

■ むし歯予防のため、授乳や間食について適■　むし歯予防のため、授乳や間食について適
切な与え方を実践します切な与え方を実践します

■ フッ素の効果と安全性を理解し、積極的に■　フッ素の効果と安全性を理解し、積極的に
フッ素塗布を行いますフッ素塗布を行います

学童・思春期

■ 朝食の大切さを理解し、毎朝食べる習慣を■　朝食の大切さを理解し、毎朝食べる習慣を
身につけます身につけます

■ 自分の適正体重を理解し、無理なダイエッ■　自分の適正体重を理解し、無理なダイエッ
トをしない食生活に努めますトをしない食生活に努めます

■ たばこやアルコールの害を理解し、特に未■　たばこやアルコールの害を理解し、特に未
成年の時期からの喫煙、飲酒はしません成年の時期からの喫煙、飲酒はしません

青年・中高年期

■ 妊娠、子育ての時期は禁煙に努めます■　妊娠、子育ての時期は禁煙に努めます
■ 肥満を予防し、適正体重を維持します■　肥満を予防し、適正体重を維持します
■ 日常生活の中で自分にあった運動と時間を■　日常生活の中で自分にあった運動と時間を
確保し、習慣化を目指します確保し、習慣化を目指します

■ 余暇を利用して自分なりにストレスを解消■　余暇を利用して自分なりにストレスを解消
し、こころの健康づくりに努めますし、こころの健康づくりに努めます

■ 定期的に歯科検診や歯石除去を受け、むし■　定期的に歯科検診や歯石除去を受け、むし
歯や歯周病予防に努めます歯や歯周病予防に努めます

高齢期

■ 無理のない自分にあった運動を行い、転倒■　無理のない自分にあった運動を行い、転倒
予防に努めます予防に努めます

■ 寝たきりや痴呆を予防するため、積極的に■　寝たきりや痴呆を予防するため、積極的に
社会参加を行い、地域との交流を深めます社会参加を行い、地域との交流を深めます
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動
を
と
お
し
て
、
健
康
を
維
持
し
、

体
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
は
、
転

倒
予
防
な
ど
に
つ
な
が
る
と
思
い

ま
す
。
健
康
づ
く
り
は
一
人
で
取

り
組
む
こ
と
も
大
切
で
す
が
、
仲

間
と
一
緒
に
続
け
て
い
く
こ
と
が

楽
し
く
効
果
的
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
仲
間
を
増
や
し
て
楽

し
く
活
動
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
」。

健
康
に
関
す
る 

各
種
施
策
を
展
開

　

生
活
習
慣
病
の
予
防
と
早
期
発

見
の
た
め
、
町
で
は
、
老
人
保
健

法
に
基
づ
い
た
基
本
健
診
を
実
施

し
て
い
く
ほ
か
、
各
種
が
ん
検
診

や
結
核
検
診
、
宿
泊
人
間
ド
ッ
ク

助
成
事
業
や
国
保
一
日
ド
ッ
ク
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
た
び
の
増
進
計

画
に
基
づ
い
て
、
レ
デ
ィ
ー
ス
検

診
の
中
に
骨
密
度
検
診
新
た
に
追

加
し
、
女
性
の
骨
粗
そ
し
ょ
う
症

防
止
を
図
る
こ
と
と
し
た
ほ
か
、

健
康
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
開
催
を
通

し
て
、
運
動
習
慣
が
心
の
健
康
や

生
き
が
い
づ
く
り
な
ど
生
活
の
質

の
向
上
に
も
大
き
く
影
響
を
与
え

る
こ
と
を
広
め
な
が
ら
、
運
動
習

慣
の
定
着
を
積
極
的
に
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
禁
煙
を
希
望
す
る
方
に

対
し
て
の
相
談
体
制
を
充
実
す
る

た
め
、
禁
煙
相
談
窓
口
の
設
置
を

推
進
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
保
健
や
医
療
、
福
祉
、

介
護
の
包
括
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
「
癒
し
の
園
」
に
つ
い
て
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、
健
康

に
関
す
る
情
報
を
多
面
的
に
提
供

し
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
現
在
、
公
民
館
を
中

心
に
行
っ
て
い
る
地
域
健
康
教
室

に
つ
い
て
も
、
医
師
や
保
健
師
、

介
護
職
員
な
ど
、
癒
し
の
園
の
ス

タ
ッ
フ
が
地
域
に
出
向
き
、
町
民

一
人
ひ
と
り
が
主
体
的
に
健
康
づ

く
り
に
取
り
組
め
る
よ
う
支
援
し

ま
す
。

社
会
全
体
で
の 健

康
づ
く
り
を

　

人
々
の
生
活
様
式
や
価
値
観
が

多
様
化
す
る
中
で
、
一
人
ひ
と
り

が
健
康
を
つ
く
り
出
し
て
い
く
た

め
に
は
、
社
会
全
体
で
推
進
し
て

い
く
体
制
を
整
え
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
今

後
、
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
家
庭

や
地
域
、
学
校
、
企
業
な
ど
多
様

な
機
関
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

町
民
の
健
康
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

充
実
し
た
社
会
環
境
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
行
政
と
住
民
が
一

緒
に
な
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

社
会
全
体
で
積
極
的
に
果
た
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
の
た

め
、
町
で
は
、
増
進
計
画
に
基
づ

く
各
種
施
策
を
講
じ
な
が
ら
「
生

涯
を
と
お
し
て
自
分
ら
し
く
健
や

か
に
生
活
で
き
る
町
」
の
実
現
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　骨密度を測定し、骨の状態を把握しましょう

　みんなの力をあわせて健康づくり
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今
年
は
、
旧
小
国
町
と
旧
北
小
国
村
、
旧
南
小
国
村
の
一
町

二
村
が
合
併
し
、
新
町
小
国
町
が
誕
生
し
て
五
十
年
目
の
節
目

を
迎
え
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
五
十
年
間
の
町
の
出
来
事
や
、

住
民
の
生
活
の
様
子
な
ど
を
取
り
上
げ
「
写
真
で
振
り
返
る

　

年
」
と
し
て
連
載
し
ま
す
。

５０

　ゲートの取り付けを完了（手前は工事用の仮橋）

新町50周年記念

写真で振り返る５０年
シリーズ１

写真で振り返る５０年
シリーズ１

赤芝発電所完成赤芝発電所完成

新町50周年記念

昭和１３年３月に操業を開始した日本電興　昭和１３年３月に操業を開始した日本電興
株式会社小国製造所の赤芝発電所が新町誕株式会社小国製造所の赤芝発電所が新町誕
生の昭和２９年に完成。当時の広報おぐによ生の昭和２９年に完成。当時の広報おぐによ
ると、昭和２７年９月に着工され、総工費はると、昭和２７年９月に着工され、総工費は
７億円。セメント７７億円。セメント７,,０００トン、鋼材５００トン０００トン、鋼材５００トン
を使用したと記されている。このダムの水を使用したと記されている。このダムの水
しぶきが小国の安定的な発展を支えてきた。しぶきが小国の安定的な発展を支えてきた。
（写真提供：東芝セラミックス株式会社 小国サイト）（写真提供：東芝セラミックス株式会社　小国サイト）
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　ダムゲートを流れる豊富な水 　工事現場全景

　完成当時の赤芝発電所全景
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小
中
高
合
同
児
童
生
徒
会
リ
ー

ダ
ー
研
修
会
が
、
三
月
二
十
六
日
、

小
国
高
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
研
修
会
は
、
小
中
高
一
貫
教
育

の
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
で
、
各
校

の
児
童
生
徒
会
の
活
動
を
話
し
合

い
、
今
後
の
活
動
に
つ
な
げ
て
い

こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
町
内
小
中
学
校
と
小

国
高
校
か
ら
三
十
名
が
参
加
。
各

校
の
児
童
生
徒
会
活
動
の
様
子
を

発
表
し
た
ほ
か
、
平
成
十
六
年
度

の
小
中
高
合
同
生
徒
会
活
動
の
計

画
に
つ
い
て
活
発
に
意
見
を
交
換

し
ま
し
た
。

　４月１日から役場の組織が１１課から８課体制に
なりました。
　組織全体の内容については、広報おぐに４月号
でお知らせしていましたが、今月は、変更になっ
た課の概要についてお知らせいたします。

総務企画課
　総務課・企画課・情報管理分室を統合して「総
務企画課」とし、法制・人事・情報・管財などの
業務を担当する「行政管理室」、政策立案や財務行
政を担当する「政策企画室」、特別プロジェクトで
ある「横川ダム推進室」を配備しました。

産業振興課
　農林課と商工観光課を統合して「産業振興課」
とし、農業・農村、森林・林業の施策を担当する
「農村経営室」と１.５次産業や地域産業起こし、商
工労働、観光交流などの施策を担当する「産業振
興室」を配備しました。

地域整備課
　建設課と上下水道課を統合して「地域整備課」
とし、地域活性化の基盤整備施策総合的に調整し
ていくため、町民課で担当していた浄化槽の業務
を加え、下水道行政、住宅・都市計画行政を管理
する「業務管理室」を配備しました。

　これまで役場３階に設置しておりました雇用相談室を役場正面玄関ホールの隣に移動し
ました。気軽においでください。

相談時間：月曜～金曜日　午前９時から午後５時まで
受　　付：町民課の窓口もしくは、相談室に直接おいでください。電話での相談も可能

です。　　�６２－２１１１（内線２５２）

雇用相談室が移動になりました

児
童
生
徒
会
運
営
探
る

児
童
生
徒
会
運
営
探
る

４月から町の組織を再編。１１課から８課に４月から町の組織を再編。１１課から８課に
線の円内は、前年度までの課名

小
中
高
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

�

�
総務企画課

総務課

企画課

主な仕事の内容
駐在員、情報公開、広報、広聴、政策管理、統計、
財政運営、横川ダムに関すること

主な仕事の内容
農業、林業、地産地消、特産品開発、商工業、雇
用、労働、第３セクター、観光・交流に関すること

�

�
産業振興課

農林課

商工観光課

主な仕事の内容
道路、橋梁、河川、除雪、都市公園、町営住宅、
上下水道、簡易水道、浄化槽に関すること

�

�
地域整備課

建設課

上下水道課
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町
の
新
し
い
人
権
擁
護
委
員
に

近
み
つ
子
氏
（
小
国
小
坂
町
）
が

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
人
権
擁
護
委

員
は
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
現

在
、
町
内
に
は
四
人
の
人
権
擁
護

委
員
が
お
り
、
住
民
の
皆
さ
ん
か

ら
の
人
権
相
談
を
受
け
る
な
ど
の

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

人
権
や
法
律
に
関
す
る
問
題
で

わ
か
ら
な
い
こ
と
や
困
っ
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

　
『
水
の
事
故
に
備
え

よ
う
。
お
父
さ
ん
、
お

母
さ
ん
の
た
め
の
救
急

講
座
』
と
い
う
催
し
を

町
の
健
康
福
祉
課
が
中
心
に
な
っ

て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
夏
に
な
る
と
水
の
事
故
が

マ
ス
コ
ミ
で
報
道
さ
れ
ま
す
。「
ま

さ
か
家
の
子
は
」
と
皆
さ
ん
思
わ

れ
る
で
し
ょ
う
が
、
子
ど
も
の
不

慮
の
死
亡
事
故
の
う
ち
、
水
の
事

故
は
交
通
事
故
に
次
い
で
二
番
目

に
多
く
、
決
し
て
ま
れ
な
事
故
で

は
な
い
の
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
水
で
遊
ぶ
時
に
は
子

供
か
ら
目
を
離
さ
な
い
注
意
が
必

要
で
す
が
、
も
し
子
供
が
溺
れ
て

し
ま
っ
た
時
に
は
、
皆
さ
ん
は
救

急
処
置
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

溺
れ
た
子
供
が
息
を
し
て
い
な
い

時
、
口
移
し
の
人
工
呼
吸
が
必
要

で
す
。
人
工
呼
吸
を
し
て
も
体
を

動
か
さ
な
い
時
に
は
、
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
が
必
要
で
す
。
こ
れ
ら
の

救
命
処
置
は
一
刻
を
争
い
ま
す
。

止
ま
っ
て
い
る
時
間
が
長
く
な
れ

ば
息
を
ふ
き
返
す
可
能
性
は
ど
ん

ど
ん
低
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

救
急
隊
員
な
ど
専
門
家
を
た
だ
待

つ
の
で
は
な
く
、
そ
の
場
に
い
る

方
が
協
力
し
、
ま
ず
救
命
処
置
を

す
る
事
が
と
て
も
大
切
で
す
。

　

そ
こ
で
健
康
福
祉
課
、
町
立
病

院
、
消
防
小
国
分
署
が
協
力
し
て

保
育
園
児
の
親
御
さ
ん
を
対
象
に

し
た
救
急
講
座
を
五
月
の
連
休
明

け
か
ら
七
月
ま
で
、
各
保
育
園
を

会
場
に
計
画
し
て
い
ま
す
。
昨
年

は
百
四
十
名
の
方
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
大
変
好
評
で
し
た
。

　

今
年
も
多
く
の
方
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

伊
藤　

宏

小
国
町
立
病
院 
医
師

癒しの園癒しの園
健康考話健康考話

シリーズ 2

で
、
平
成
十
四
年
に
山
形
大
学
医

学
部
を
卒
業
後
、
山
形
大
学
医
学

部
付
属
病
院
、
公
立
置
賜
総
合
病

院
で
勤
務
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
雪
の
多
さ
に
は
慣
れ
て
い
ま

す
が
、小
国
に
来
る
際
に
見
た
�
雪

の
壁
�
に
は
驚
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
は
、
訪
問
診
療
な
ど
在
宅
医

療
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
で

す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

学
生
時
代
に
は
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

に
取
り
組
ん
で
い
た
ス
ポ
ー
ツ
マ

ン
の
佐
藤
先
生
。「
小
国
の
生
活
を

満
喫
し
た
い
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

町
立
病
院
の
内
科
に
佐
藤
英
之

先
生
が
就
任
し
、
四
月
一
日
か
ら

診
察
に
あ
た
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

佐
藤
先
生
は
、
新
庄
市
の
出
身 人権擁護委員に近みつ子さん

町
立
病
院
内
科
に

佐
藤
英
之
先
生

　いざという時に適切な対応を



町
営
住
宅
入
居
者
募
集

■
募
集
住
宅

▼
町
営
住
宅
幸
町
団
地
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１
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１
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■
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５
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時
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３
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。
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７
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３
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■
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山
形
県
す
ま
い
情
報

セ
ン
タ
ー
置
賜
西
事
務
所
（
�

　

―
５
６
５
１
）
へ
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８８

『
早
春
の
白
い
森　

フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
』
作
品
募
集

■
テ
ー
マ　

小
国
町
内
で
撮
影
し

た
、
早
春
の
自
然
、
施
設
、
イ

ベ
ン
ト
な
ど

■
規　

格　

４
ツ
切
り
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イ
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ワ
イ
ド
４
ツ
切
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び
台
紙

貼
り
、
パ
ネ
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貼
り
は
不
可
）

白
黒
カ
ラ
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は
問
い
ま
せ
ん
。

■
応
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締
切　

５
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日
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■
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方
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募
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に
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要
事
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写
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の
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け
し
て
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込
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で

く
だ
さ
い
。

■
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込
・
問
合
先

　

産
業
振
興
課
へ
。

平
成
十
七
年
度
歌
会
始
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「
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み
」
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文
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込
ま
れ

た
も
の
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日
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応
募
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行
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相
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と
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小
国
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坂
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１
７
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０
９
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）

６２

■
問
合
先　

町
民
課
へ
。

教
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相
談
室
開
設

　

教
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す
る
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な
ら
ど
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な
こ
と
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
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時
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時
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総
合
セ
ン
タ
ー

■
相
談
員　

佐
藤
陽
子
先
生

■
問
合
先　

教
育
委
員
会
事
務
局

へ
。

星
空
観
察
会

■
日　

時　

５
月　

日
�

１９

　

時　

分
〜　

時

１９

３０

２１

※
雨
天
、
曇
天
の
場
合
は
５
月　
２１

日
�

■
場　

所　

苗
圃
跡
（
若
山
）
町

道
若
山
今
市
線
沿
い

■
申
込
期
限　

５
月　

日
�

１２

■
申
込
・
問
合
先

　

教
育
委
員
会
事
務
局
へ
。

年
金
相
談

■
日　

時　

５
月　

日
�

１９

■
受　

付　
　

時　

分

１２

３０
〜　

時　

分

１５

３０

■
場　

所　

役
場
町
民
相
談
室

■
内　

容　

年
金
に
関
す
る
こ
と

■
問
合
先　

町
民
課
へ
。
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▽
『
あ
そ
び
の
広
場
』

■
日　

程　

５
月　

日
�
、　

日

１８

２５

�
（
子
育
て
講
座
）、
６
月
１
日

�
、
８
日
�
、　

日
�

１５

■
時　

間　
　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

■
場　
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健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

▽
『
な
か
よ
し
広
場
』

■
日
程
と
場
所

▼
５
月　

日
�
、
６
月
３
日
�

２０

　

総
合
セ
ン
タ
ー
交
流
室

▼
５
月　

日
�
、
６
月　

日
�

２７
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お
ぐ
に
保
育
園

■
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間　
　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

※
詳
し
い
こ
と
は
、
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー（
�　

―
２
３
３
０
）

６２

へ
。

　

横
川
ダ
ム
町
道
付
替
工
事

の
施
工
に
あ
た
り
、
町
道
箱

の
口
・
市
野
々
線
で
片
側
通

行
規
制
を
行
い
ま
す
。　

　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
規
制
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所

町
道
箱
の
口
・
市
野
々
線

（
ダ
ム
本
体
工
事
付
近
）

■
規
制
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５
月　

日
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〜　

日
�

１３

２１

■
規
制
時
間　

午
前
８
時　

分
か
ら
午
後

３０

６
時
ま
で

片
側
通
行
の

お
知
ら
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子
育
て
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援
セ
ン
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らららららららららららららららららららら
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か
ら
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お
知
ら
せ

お 知 ら せ コ ー ナ ー

ホームページアドレス　ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｉｃ-ｎｅｔ.ｏｒ.ｊｐ/ｈｏｍｅ/ｏｇｕｎｉｗｗ/
総合センター（教育委員会事務局） �６２－２１４１　  町民体育館 �６２－５４２１　  町立病院 �６１－１１１１　  老人保健施設 �６１－１２００

町長専用室専用ファックス
０２３８－６２－２６１１お 知 ら せ コ ー ナ ーコ ー ナ ー



場　　所対　　象受付時間乳　幼　児　健　診月　日

健康管理センター
※持ち物
母子健康手帳、問診票
（３カ月児、１歳児健
康診査は除く）

１４年１０月～１２月生１２：３０～１３：００１歳６カ月児健康診査６/１８

１５年６月～１２月生１３：００～１３：３０ポリオ予防接種６/２３

１６年３月生
１３：００～１３：１５

３カ月児健康診査
６/３０

１５年６月生１歳児健康診査

保健カレンダー

※詳しいことは、健康福祉課へ。

高齢者等を支援する事業の一部が変わりました

お 知 ら せ コ ー ナ ー

小国町役場　�０２３８－６２－２１１１　ＦＡＸ０２３８－６２－５４６４
小国町健康管理センター（健康福祉課） �６１－１０００　　子育て支援センター �６２－２３３０

町長専用電子メールアドレス
ｓｈｉｒｏｉｍｏｒｉ＠ｔｏｗｎ.ｏｇｕｎｉ.ｙａｍａｇａｔａ.ｊｐ お 知 ら せお 知 ら せ　 コ ー ナ ー

高齢者等を支援する事業の一部が変わりました高齢者等を支援する事業の一部が変わりました
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『紙おむつ支給事業』

◆主な変更　支給基準の条件を所得税から町民
税へ見直しました。
◆事業内容

在宅において、おむつの必要な方あるいは、
介護の必要な高齢者または重度の障害者（児）
に対して、紙おむつを支給します。２カ月に
１度、業者が直接配達します。
◆支給内容

●対象者と同じ世帯のかた全員が町民税を課
税されていない場合   →   月額８,０００円分ま
での紙おむつを支給します。
●対象者は町民税非課税であるが、同じ世帯
のどなたかが町民税を課税されている場合
→　月額４,０００円分までの紙おむつを支給
します。

◆経費　自己負担はありません。

『暮らしにやさしい住まいづくり助成事業』

◆主な変更　町民税を基準に助成額を決定する
ことしたほか、階段昇降機などの福祉機器も
助成対象としました。
◆事業内容

介護が必要な高齢者や身体障害者等の日常生
活を改善するために、住宅の改造を行う場合、
その費用の一部を助成します。
◆助成対象となる改造

●床段差を解消するための改造
●浴室や便所の改造
●廊下、階段、開口部の拡幅、手摺りの取り
付け
●階段昇降機などの福祉用機器の設置など

◆助成額

①対象者と同じ世帯のかた全員が町民税を課
税されていない場合　→　助成対象経費の
３分の２を補助します。

②対象者と同じ世帯のかたでどなたかが町民
税を課税されている場合　→　助成対象経
費の２分の１を補助します。

①、②の場合ともに助成上限額は５００,０００円で
す。ただし、浴室または便所の改造のみを行
う場合は、それぞれ１００,０００円が助成上限額と
なります。

◆その他

制度を利用される場合は、事前に健康福祉課
まで相談してください。

『寝具洗濯乾燥消毒サービス』

◆主な変更　同じ世帯の方全員が、町民税を課
税されていない方のみを対象としました。

◆事業内容

寝具（掛布団、敷布団、毛布、マットレス、
ベッドパット、エアマット）を業者が預かり、
洗濯、乾燥、消毒をしてからお届けします。

◆対象者

次のいずれかに該当するかたで、同じ世帯の
かた全員が町民税を課税されていない場合が
対象となります。
●６５歳以上の単身または高齢者のみの世帯の
かた

●ねたきりのかた
●身体障害者手帳（１、２級）の交付を受け
ているかた

◆経費負担　自己負担はありません
■申込・問合先　健康福祉課へ。



就業時間年  齢職       種求人数事  業  所  名

８：００～１７：００２５～４５土木技術員２人遠 藤 建 設 ㈱
８：００～１７：００１８～５５土木作業員、土木施工管理技士４人山 和 建 設 ㈱

８：００～１７：００１８～５０施工管理技士、重機オペレー
ター、再生プラント従業員５人㈱ 横 川 建 設

８：３０～１６：４５ほか１８～３５機械オペレーター５人㈱ 井 上 製 作 所
８：００～１７：００２０～５０ダンプ運転手５人白 洋 社 産 業 ㈱
８：００～１７：００不問事務員、ダンプ運転手５人大 河 内 産 業 ㈲
８：００～１７：３０２０～５０営業、重機オペレーター４人㈲ 東 部 開 発
８：００～１７：００１８～４０事務員、電気工事３人ハ イ コ ー ㈱
８：２５～１７：３０１８～２３整備士１人㈲三栄自動車工業
９：００～１７：４５２０～４５機械設計１人㈱インタープロジェクト
９：００～１７：４５不問機械設計３人㈱フォース仙台営業所
８：００～１７：００２１～３０事務員１人北陸建設サービス㈱新潟支店
７：００～１６：００ほか１８～５５フロント業務、応接員８人お ぐ に 白 い 森 ㈱
８：００～１７：００不問サービス、役務係２人アベプランニング
９：１０～１６：５０２５～５５営業５人朝日生命保険相互会社長井営業所
９：００～１７：１５２０～５０保険営業１０人日本生命保険相互株式会社
８：００～１７：３０ほか１８～４０ホールスタッフ２人㈲コンズカンパニー第一ホール小国店
８：４５～１７：４５ほか２０～３２販売員２人㈱ コ メ リ
８：４５～１８：００１８～５０店員２人㈲ 蔵 王 ス ト ア ー
１１：００～２０：００２０～５０精肉加工１人㈱ 肉 の 白 萩 屋
９：００～２０：００間５時間１８～４５調理、販売５人㈲白い森よこね物産品直売所
８：３０～１３：００ほか１８～４５販売員１人小 国 食 糧 ㈱
９：３０～１８：３０１８～３０店員１人㈱ 金 十 商 店
９：３０～１８：３０間５時間１８～５０ファーストフード店員２人㈱ ア ス モ
９：００～１６：００不問薬剤師１人㈲白い森調剤薬局

新着図書
◆家守綺譚 梨木　香歩
◆冬のソナタ（上・下） キム・ウニ
◆不運な女神 唯川　　恵
◆「しあわせな節約」のかたち 奥薗　壽子
◆僕のメジャー日記 松井　秀喜
◆遺言川柳 ＵＦＪ信託銀行
◆送り火 重松　　清
◆昭和史 半藤　一利
※ほか多数入荷しましたので、ご利用くだ
さい。
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無
効
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な
っ

て
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０
９
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こ
れ
か
ら
初
夏
に
か
け
て
、
野
山
で
の
ツ
ツ

ガ
ム
シ
病
へ
の
感
染
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
ツ
ツ

ガ
ム
シ
に
刺
さ
れ
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と
、
５
〜　

日
後
に
発
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１４

頭
痛
、
だ
る
さ
な
ど
、
か
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に
似
た
症
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現

れ
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ほ
ぼ
全
身
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発
疹
が
出
て
き
ま
す
。
手
当

て
が
遅
れ
る
と
、
命
に
か
か
わ
る
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
次
の
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

▼
野
山
に
入
る
と
き
は
、
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
を

着
用
し
、
肌
の
露
出
を
避
け
る
。

▼
草
む
ら
で
の
作
業
時
は
、
虫
よ
け
ス
プ
レ
ー

な
ど
を
利
用
す
る
。

▼
外
か
ら
帰
宅
し
た
ら
、
早
め
に
入
浴
す
る
な

ど
し
て
、
体
を
清
潔
に
し
て
お
く
。

▼
ツ
ツ
ガ
ム
シ
病
と
思
わ
れ
る
症
状
が
出
た
ら
、

す
ぐ
に
医
療
機
関
に
相
談
す
る
。健

康
福
祉
課

　農業用水路等の施設において、ここ

数年水の事故が発生しています。かん

がい期を迎え水量も

増加することから、

子どもやお年寄りの

事故に十分注意して

ください。

産業振興課

　平成１７年３月学校卒業予定者の求人申込み
説明会を開催します。
■日　時　６月１１日�１４：００～１５：３０
■場　所　置賜総合支庁西庁舎（長井市）
■問合先　ハローワーク長井（�８４－８６０９）

へ。

ツ
ツ
ガ
ム
シ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

来春卒業予定者の中学生・高校生を
採用予定の事業主の皆様へ

　家庭でのごみ焼きは近隣に大変な迷惑をかけ、また
焼却する過程で、ダイオキシン（環境ホルモン）が発
生するといわれており、健康への影響が心配されます。
廃棄物の「野焼き」は有害物質の発生を抑えることが
できないことから法律で禁止されており、違反すると
懲役３年以下または３００万円以下の罰金刑などで処罰
されます。家庭でのごみ焼きを廃止し、分別・減量化
に努め、生ごみの堆肥化以外はすべてごみ置き場に出
しましょう。
　環境にやさしいまちづくりに協力をお願いします。

町民課

守っていますか守っていますか？？

廃棄物の野焼きは禁止です！

　

５
月
は
不
法
投
棄
パ
ト
ロ
ー
ル

強
化
月
間
で
す
。

　

ご
み
を
み
だ
り
に
捨
て
る
と
法

律
で
処
罰
さ
れ
ま
す
。

▼
不
法
投
棄
を
発
見
し
た
場
合
は

次
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

不
法
投
棄
１
１
０
番
（
�
０
２

３
８
―　

―
６
０
３
４
）

２６

ツ
ツ
ガ
ム
シ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

ホームページアドレス　ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｉｃ-ｎｅｔ.ｏｒ.ｊｐ/ｈｏｍｅ/ｏｇｕｎｉｗｗ/
総合センター（教育委員会事務局） �６２－２１４１　  町民体育館 �６２－５４２１　  町立病院 �６１－１１１１　  老人保健施設 �６１－１２００

お知らせコーナーお知らせコーナー

求
人
情
報

求
人
情
報

農業用用水の
安全対策について



■日　時　６月１日�　１０：００～１５：００
　　　　　　（受付は１４：００まで）
■場　所　総合センター
■相談員　長井法務局職員、町人権擁護委員
　人権擁護委員は法務大臣から委嘱されたボラン
ティアです。町の人権擁護委員は次のかたです。

　○齋藤　京（岩井沢）　　○近みつ子（小国小坂町）
　○安部大二（小国小坂町）　○渡部一郎（町原）
■問合先　町民課へ。

（平成１５年４月１日～平成１６年３月３１日）

　

地
方
税
法
の
改
正
に
よ
り
、
住

民
税
の
一
部
が
次
の
よ
う
に
改
正

に
な
り
ま
す
。

▼
平
成　

年
度
か
ら
、
町
内
に
住

１６

所
や
事
務
所
が
あ
る
か
た
に
課

税
す
る
住
民
税
の
均
等
割
が
、

三
千
円
か
ら
四
千
円
（
町
・
県

民
税
を
含
む
）
と
な
り
ま
す
。

▼
平
成　

年
分
の
申
告
か
ら
、
上

１６

乗
せ
分
の
配
偶
者
特
別
控
除
が

廃
止
と
な
り
ま
す
。

■
問
合
先　

税
務
課
へ
。

　小国町教育委員会では、地域や団体で生涯学習に

関する学習会、講演会を開催する場合にその講師謝

礼金の一部を支援します。

■負担額　町外講師の場合　２万円以内

　　　　　町内講師の場合　１万円以内

■対　象　参加者１０人以上での、生涯学習に関する

学習会、講演会

■講師の選定　主催団体で選定してください。

■申込方法　小国町教育委員会に備えてある「事業

計画書」に必要事項を記入のうえ申し

込んでください。

■問 合 先　教育委員会事務局へ。

平成１５年度平成１５年度
情報公開制度の運用状況

【内訳】

◆町　　　　　３４件　　◆全部公開　　１６件

◆教育委員会　５件　　◆部分公開　　１８件

◆議会　　　　１件　　◆非公開　　　６件

※異議申し立て件数　１件

総務企画課

『
住
民
税
の
一
部
が

改
正
に
な
り
ま
す
』

『
住
民
税
の
一
部
が

改
正
に
な
り
ま
す
』

� ���������������������

� ���������������������

生涯学習支援事業生涯学習支援事業

消防演習 ６月６日（日）消防演習消防演習

◎請求件数 ４０件

町長と語る日

■開催日と時間　毎月最終木曜日９：００～１６：００
■懇談方法　開始時間の１０分前まで来庁してく
ださい。また、１０人を超えるような場合は、
事前に電話で申し込みをしてください。８月
より開催いたします。
※申し込み、問い合せは総務企画課（�６２―
２１１１）へ。

町長室専用ファックス

0238－62－2611

町長専用電子メールアドレス

ｓｈｉｒｏｉｍｏｒｉ＠ｔｏｗｎ.ｏｇｕｎｉ.ｙａｍａｇａｔａ.ｊｐ

※いずれも随時受け付けています。

皆さん
の声をお寄せください

小国町役場　�０２３８－６２－２１１１　ＦＡＸ０２３８－６２－５４６４
小国町健康管理センター（健康福祉課） �６１－１０００　　子育て支援センター �６２－２３３０

お知らせコーナーお知らせコーナー

■会場と時間

▼第１会場（町民広場）

午前８時３０分～

観閲、点検、部隊訓練、ポンプ車操法訓練、

すみれ保育園の園児による楽器演奏

▼第２会場（小国小坂町周辺）

　火災防ぎょ訓練　午前１０時３０分～

▼第３会場（小国小坂町）

　分列行進　午前１１時～

▼第４会場（役場東側駐車場）

　講評、表彰式　午前１１時２０分～

■問合先　消防小国分署へ
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今
月
は
、
蔵
王
ス
ト
ア
ー
店
主
安

部
益
男
さ
ん
に
お
話
を
う
か
が
い

ま
し
た
。

　
「
当
店
は
昭
和
三
十
二
年
に
小

国
大
橋
の
付
近
で
旅
館
を
主
に
し

た
営
業
を
始
め
、三
十
五
年
に
は
付

属
店
舗
を
現
在
の
蔵
王
ス
ト
ア
ー

と
名
づ
け
、
生
鮮
食
品
を
扱
い
始
め

ま
し
た
。そ
し
て
、
昭
和
四
十
二
年

の
羽
越
水
害
に
は
、
店
も
流
さ
れ
ま

し
た
が
、
応
援
し
て
く
だ
さ
る
皆
さ

ん
の
協
力
で
再
建
し
、
そ
の
後
、
電

興
前
、
駅
前
と
場
所
を
移
し
、
現
在

の
場
所
（
町
原
）
に
店
を
構
え
た
の

は
、昭
和
五
十
六
年
の
こ
と
で
す
。

　

当
店
の
山
菜
は
、
直
接
買
付
け
、

販
売
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
山
菜
の

鮮
度
に
は
自
信
が
あ
り
ま
す
。
県

外
の
お
客
様
に
は
、
特
に
喜
ば
れ
、

長
い
間
ひ
い
き
に
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
方
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
は
健
康
ブ
ー
ム
で
す

の
で
、各
種
自
然
食
品
や
観
光
お
土

産
品
を
取
り
揃
え
て
い
ま
す
。希
望

さ
れ
る
お
客
様
に
は
、
電
話
で
の
発

送
も
承
っ
て
お
り
ま
す
。

　

山
々
が
青
く
色
づ
く
こ
れ
か
ら
の

季
節
は
、
多
く
の
お
客
様
で
店
内
が

賑
わ
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
、小
国
の

玄
関
口
の
店
と
し
て
、
多
く
の
皆
様

と
の
出
会
い
を
大
切
に
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。お
客
様
へ
の
信
用
を

第
一
に
、
従
業
員
一
同
皆
様
の
お

越
し
を
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り

ま
す
。
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蔵王ストアーの皆さん

人
口
の
う
ご
き 

誕生おめでとうございます。 

ゆ う と  

新 屋 敷  　金　　悠　翔 
康　之 
千亜紀 （ 

さ や か  

小 国 町  石　黒　清　か 
章　郎 
清　子 （ 

は や と  

幸 町  佐　藤　颯 　斗 
好　則 
美　保 （ 

おくやみ申し上げます。 

人  口　男 … 4,884人（－62） 

女 … 5,126人（－71） 

計…10,010人（－133） 

世帯数 　　3,263世帯（－46） 

平成16年3月31日 

増 岡  

岩 井 沢  

田 沢 頭  

田 沢 頭  

今 市  

(82) 

(85) 

(54) 

(103) 

(80)

結婚おめでとうございます。 

兵 庫 舘  
杉 沢  

加　藤　伸　幸 
小　嶋　裕　美 （ 

高 畠 町  
沼 沢  

齋　藤　英　典
渡　部　真　理 （ 

齋　藤　はる江 

安　部　ヨシイ 

安　部　愛　子 

石　垣　ミツイ 

伊　藤　誠　一 

　

先
月
号
の
広
報
で
「
一

年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
」
と
書
い
た
私
で

す
が
、
十
三
回
目
の
広
報

を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

取
材
を
と
お
し
て
、
た
く
さ
ん

の
人
と
出
会
い
、
い
ろ
い
ろ
な
話

を
伺
え
る
こ
と
が
、
こ
の
仕
事
の

一
番
の
楽
し
み
で
す
。
二
年
目
を

迎
え
た
わ
け
で
す
の
で
、
今
ま
で

以
上
に
町
の
こ
と
、
皆
さ
ん
の
お

住
ま
い
の
地
域
の
こ
と
を
よ
り
詳

し
く
紙
面
を
と
お
し
て
伝
え
て
い

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
地
域
の
話
題
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
一
年
間
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

（
井
上
）

編編編編編編編編編編編編編編編編集集集集集集集集集集集集集集集集後後後後後後後後後後後後後後後後記記記記記記記記記記記記記記記記編集後記


